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緒言：緒言：緒言：緒言：色素増感太陽電池は、シリコン太陽電池に比べ、製造コストが低く、目的に合わせたデバ

イスが構築可能なことから次世代太陽電池のひとつとして期待されている。しかしながら、Ru 系

の代表的な色素である N3,N719色素は長波長領域での吸収が低いため高効率化に限界がある。以

上のことからさらなる高性能化を図るためには近赤外色素を組み合わせたハイブリットデバイス

が必須である。我々は、近赤外吸収色素の中で熱的、光学的、化学的にも安定でかつ高い吸収係

数を有する Phthalocyanine(Pc)に着目した。Pcは、平面構造を有するために会合しやすく、性能低

下の原因のひとつとなっていた。森ら

1)
は、β、β’位に嵩高い置換基を導入し、会合を抑え CDCA

なしで高い IPCE、光電変換効率を報告している。

我々は、将来的に長波長化が容易な Axial位に嵩高

い置換基を導入した色素を検討している。モデル化

合物として構造が最も簡単なβ位に t-butyl 基を有

するSilicon Phthalocyanine色素(SiPc1)による会合防

止効果およびその太陽電池特性評価を行った。その

結果、会合防止がなされβ位に t-butyl 基を有する

Zinc Phthalocyanine色素(TT1)を超える光電変換効

率を達成した。今回、会合防止を保持した状態での

長波長化を目指すためα、α’位に置換基を導入し

た SiPc2色素の太陽電池特性を検討した。 

実験と結果：実験と結果：実験と結果：実験と結果：Fig.1 にチタニア基板上での紫外可視

吸収スペクトルを示す。α、α’位に置換基を導入

したことで吸収波長がレッドシフトしていること

がわかる。吸光度が低いのは、アンカー基のひとつ

であるカルボン酸を有していないためチタニアへ

の吸着量が低いものと考えられる。Fig.2 に太陽電

池特性のひとつである IPCE曲線を示す。800nm付

近に 20%近い IPCEを確認した。これは、SiPc2に

対しカルボン酸基を導入し吸着量を増やせば、近赤

外領域でより高い IPCEが期待できる。 
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Fig.2 IPCE of Phthalocyanines
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Fig.1 UV-Vis of Phthalocyanines
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